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私は愛媛在住です。就職活動中に頻繁に東京を訪れていたのですが、ひょんな

ご縁から今回のアジア文化会館の秋祭りのお手伝いをさせていただくことにな

りました。秋祭りの前日、私は浜松町で面接を行っていたのですが大澤さんよ

り度々「本当に参加できるの？」と確認してきたことは今でも記憶に新しいで

す。私はこのようなイベントに参加することが好きですので参加できたことを

誠に嬉しく思っております。

大学でもあまり韓国と関わる

機会がなかったためか、今回の

運営補助はとても新鮮に感じら

れました。中でも、韓国茶の試

飲ということが一番惹かれてい

ました。と、言いますのも、恥

ずかしながら「韓国＝キムチ」

しかない、という構図でしたの

でこのお茶も試してみるまでは

「このお茶も辛いのか…？」と、

冗談半分、本当半分な気持ちで

試飲を行いましたが、とても飲

みやすくておいしかったです。

このイベントで印象に残っているのは、やはり子供たちとの触れ合いでしょう。

私が思っていた以上に子供の参加者が多くてびっくりしました。韓国茶の配布

を行っているときに、韓国茶のお代りを求める子供や、私と一緒にハイタッチ

してくれた子など、就職活動中の束の間の幸せなひと時を感じました。

また、シフトの休憩中に秋祭りのほかのブースのところにお邪魔させていただ

きましたが、本当に色々な国から留学に来ているのだなと感じました。中でも、

ケニアから留学に来ているのには驚きました。色々なブースで各国の料理を食

べさせていただきましたが、日本にいながら世界一周旅行をしているような気

分になりました。それはこのイベントが終わった後の懇親会に参加した時もそ

のように感じました。知らない国の文化を知ることはやはり楽しいと感じまし

た。

ブースの飾り付け・頭を寄せ合って考え中です。



最後に、一緒にイベントを手伝ってくださった皆様、やさしく接していただき

誠にありがとうございます。私自身最初は「今日のメンバーとか仲良くできる

かなあ…」と思っていましたがそれは杞憂でした。とても楽しませていただき

ました。またこのような機会がございましたらお呼び頂けたらと存じます。

お祭りも終盤、一寸手が空いたので全員集合できました。


